



土橋 喜  
要旨   
本稿の対象になっている社会データ分析入門は，統計学の基礎的理論についてエクセルを使   
いながら学ぶ内容になっており，昨年までは独白に作成した冊子体の教科書を使って講義と実   
習を行っていた。この教科書の内容でwebコンテンツを作成し，授業のテキストとして使用可   
能にし，加えて予習復習に活用できるような補助教材として作成することが，今回のコンテン   
ツ開発のおもな目的である。作成したコンテンツは大学の授業半期分に対応しており，統計の   
基礎理論を文章で解説し，エクセル上で実際のデータ処理の方法について，静止画やアニメー   
ションなどで分かりやすく説明することを目標にした。今年度の春学期に作成したコンテンツ   
を使って授業を行ったところ，冊子体の教材と同様かそれ以上の効果があることが分かった。   
しかし教える方にとってはモニターの画面に複数の画面を開くため，若干教えにくい点もある   
ことが明らかになった。  






















































































・第7回：2次元データの分析・相関関係   
相関関係，散布図，散布図の作成方法，  
共分散と相関係数，共分散の求め方，相  


































































































3．2 ソフトウエアのバージョンアップに  






















ツ作成を含めて3回の改訂を行った。   
ソフトウエアのバージョンアップは，ソ  
フトウエア自体の改良を考えればやむを  














とって良くない状況が 生まれることが多   






























































































5．2 アニメーション  
ワークシート上のデータ処理の動きを  




質問項目   
5段階評   回答率   
号  価平均  
Ql  電子化教材を使った授業の進度が適切であったど   
3．25   95％  
Q2  電子化教材を使った授業の説明のしかたが適切で   
3．00   95％  
授業で使用した電子化教材について内容が適切で   
Q3  3．55   95％  
授業で使用した電子化教材は見やすいかどうかに   
Q4  3．45   95％  
Q5  授業で使用した電子化教材のアニメーションは役   
3．36   93％  
Q6  授業で使用した電子化教材のアニメーションは分   
3．52   95％  
以上5段階評価の平均   3．36   95％   
授業で取り上げた部分の電子化教材を読んだかど  1．3人   93％  
うかについてお答えください。   2．16人  
Q7       5段階        （1．ほとんど読んでいない，2．3分の一程度は読  3．11人  
んだ，3．半分程度は読んだ，4．3分の2程度は読  4．15人  平均  




質問項目   
5段階評   回答率   
号  価平均  
Ql  授業の進度が適切であったどうかについてお答え   
3．00   81％  
Q2  授業の説明のしかたが適切であったかどうかにお   
3．04   81％  
授業のテキストについて内容が適切であったかど   
Q3  3．31   81％  
表3：質問の組み合わせと相関係数（2008年7月9日）  
質問の組み合わせ  相関係数  
Q4とQ7   0．50   かなり強い相関関係がある   
Q5とQ7   0．29   弱い相関関係がある   
Q6とQ7   0．34   ある程度の相関関係がある   













































































る。   
そこでQ4とQ7，Q5とQ7，Q6とQ7の  
相関係数を求めると，それぞれ0．5，0．29，  
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